
北本市 政策推進課 國友 ・ 市長公室 益子

街活性室株式会社 斎藤徹

令和７年１月２３日

まちづくり先行事例セミナー

北本市×街活性室㈱

連携の取組

～北本団地における新たな交流機会の創出～



北本市と北本団地について
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≪ 北本市 ≫

人 口 約６.5万人

世帯数 約3万世帯

面 積 19.82㎢

JR北本駅から都心まで

直通で約50分

1971年建築 / ７１棟 / 約2,000戸

東京ドーム５つ分の広さ

人 口 約2,800人 （高齢化率 約46％）

世帯数 約1,800世帯 （入居率 約90％）

JR北本駅からバスで約7分

画像提供：HUFFPOST

≪ 北本団地 ≫ガバメントピッチ資料より



北本団地を取り巻く状況
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ガバメントピッチ資料より

≪ 従来からの地域課題 ≫

群を抜いて
高い高齢化率

独居高齢者
の増加

商店街の
シャッター化

日中人がいない
子どもの声もない

…



北本団地は

北本市の20年後の姿

ピッチで強調したこと
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ガバメントピッチ資料より



ピッチで発信したニーズ
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⚫ 北本団地を『北本市の20年後の姿』として捉え、活気を取り戻しつつあるこの機を逃さず、
団地のポテンシャルを活かせるような後押しをして、ファンを増やしたい。

ガバメントピッチ発表概要（グラレコ）より一部抜粋



街活性室㈱の提案と共創イメージ
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⚫ 人と人とをつなげて、住民向けの居場所や取組が持続的に生み出される仕組みを模索したい。

⚫ 団地に関わる人たちを巻き込んだ連携体制をつくり、地域資源を集約・共有し、住民に開けた
居場所や取組づくりのコーディネートを実践したい。

団地のアツい人たちを後押し 住民の交流機会を促進 団地エリアの魅力向上



上尾市・桶川市と続く“西の中仙道”
（都市計画道路）を整備予定

国指定縄文史跡 『デーノタメ遺跡』
雑木林を活かした史跡公園として整備予定

閉校した小学校を活用した市内初の複合施設
『栄市民活動交流センター』 がオープン予定閉校した小学校跡地を利用した

『新中央保育所』がオープン

北本団地及び周辺エリアの変化

リニューアルした管理事務所に
生活支援アドバイザーが配置（UR×北本市の連携から）

シェアキッチン・シェアスペース
ジャズ喫茶「中庭」

団地商店街に新たな
お店が続々オープン
（GCFによる支援）

まちの工作室

まちのコミュニティダンススタジオ

※イメージ



魅力的な地域づくり

暮らしの中で地域といかに関わりをもつか？

✓ 自らが主体的に活動する

団地で暮らす皆さんに、周辺を含む地域の魅力を実感してもらいたい

団地に関わる活動主体の連携を促し、住民が関与する裾野を広げられたら…

✓ イベントに参加する ✓ 人とゆるく交流する✓ 施設を利用する

子どもと団地の方の居場所
住民参加型WS＋団地マーケット

高齢の方の通いの場

みんなのだがしや ビーム

手話べりカフェ
福祉と暮らすラボ

※団地で行われる活動・取組の一例



取組の状況
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6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

◆最終調整 ◆協定締結・プレス

◆団地自治会

◆URコミュニティ（生活支援アドバイザー）

◆団地秋まつり

◆クリスマスマーケット

◆名人・達人サミット分科会

◆団地商店会

◆中庭（暮らしの編集室）

◆調整中

団地内での交流イベント等

マチカツリリース準備

◆県事例報告 ◆報告書調整

◆社協（生活支援コーディネーター）

◆地域資源の整理・発掘

◆マチカツリリース（仮）

自治会主催の団地秋まつりで運営を
担いつつ様々な活動主体と連携。
自治会のニーズを踏まえ、子ども・
多世代交流をテーマにブース出店。

中庭や団地商店会と連携した
マーケットイベントを開催。
子ども・多世代をターゲットに
ワークショップ出店。

関係者ヒアリング・NWづくり・協議・調整等

全国地域おこし名人・達人サミットin桶川・
北本の分科会「北本団地のこれからを考える」
でコーディネーター役を務める。
団地に関わる多様な主体や住民等と議論。

打合せ、会議等への顔出し、個別訪問など、

こまめにコミュニケーションを取ることで、

必要な情報共有やニーズ把握を行うとともに、

連携体制の構築に向けた素地作りを行う。
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街活性室は地域の課題解決と持続可能なまちづくりをめざす社会的企業です

（会社収益の1/3は地域還元、1/3は従業員還元、1/3は内部留保（株主還元0）

Copyright © Machikasseisitsu  All Rights Reserved. 

エリアプラットフォーム構築・支援の実績

•新白岡駅前エリアマネジメント
は白岡市と連携協定を締結して
行っている事業です。
•令和４年はエリマネ勉強会、令
和５年は運営組織の設立準備と
賑わい創出事業、令和６年に法
人化し、将来的には都市再生法
人への移行を想定しています。

【新白岡駅前エリマネ事業】

•桶川ミナツド協議会は大和リー
スと街活性室で取り組むPFIを
活用したエリマネ事業です。
•令和元年より商業施設・公共施
設（街活性室が指定管理運営）
地域住民と連携して恒常的な賑
わい創出事業を行っています。

【桶川ミナツド協議会事業】

街活性室の会社概要

公共施設運営の実績



11
Copyright © Machikasseisitsu  All Rights Reserved. 

北本団地における課題

地域のまちづくり会社
『暮らしの編集室』

団地商店街店舗
『ジャズ喫茶中庭』

北本団地商店街
『子育て』『教室』等

店舗・事業者

団地・住民

地縁団体
『北本団地自治会』

建物所有
『UR都市機構』

建物運営管理
『URコミュニティ』

中間支援

自治体
『北本市役所』

まちづくり
『街活性室』

福祉関連
『社会福祉協議会』

担い手それぞれは尽力・活躍、一方でそれぞれ課題・資源不足に悩む

各所連携するには相互理解の支援と時間が必要



マンパワーとICTの仕組みを効率的に組み合わせ継続的に中間支援
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北本団地の課題解決に向けて

中間支援者が連携しながら各担い手と連携・支援・調整していく

担い手創出 福祉の推進
団地自治会
の賑い創出

多世代交流
の場づくり

団地商店街
の活性化

地域の
連携推進

マッチングシステム

街活性室 北本市役所 社会福祉協議会

地域情報サイト 市民相談対応 団体相談対応

地縁団体支援システム 多彩な事業・講座 交流フェス・イベント 担い手間調整

栄市民活動交流センター指定管理運営 北本市役所各所管課 社会福祉協議会各所管課

団地自治会 UR都市機構 暮らしの編集室 住民団地商店街 URコミュニティ
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地域を持続可能にしていくために～私見～

地域の担い手不足・高齢化はどこも共通の悩み

担い手不足の解消、地域を持続可能にしていくためには？

継続的に担い手発掘・連携・支援していく中間支援が必要では

行政 コンサル 地元企業

【中間支援の仕組み事例】
北本団地⇒公共施設運営者が担う形で検討
桶川坂田地区⇒PFI事業者（商業施設運営）と公共施設運営者が担う
新白岡駅前⇒民間企業（業務受託）⇒中間支援法人を組成し資金捻出
流山市東自治会⇒NPO法人（イベント出店等で資金捻出）

中間支援をボランティアで行うことは困難
運営資金の継続的な捻出が必要（仕組みづくりが必要）
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